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「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、

も
と
の
水
に
あ
ら
ず
…
」
の
書
き
出
し
で
有
名
な

鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
は
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な

い
「
川
」
の
流
れ
を
人
生
に
例
え
て
い
ま
す
。

　
「
川
」
の
名
前
も
ま
た
、
こ
の
例
え
の
よ
う
に

時
代
や
場
所
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

10
月
15
日
号
で
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
江
戸
時

代
に
は
同
じ
川
で
も
村
ご
と
に
呼
び
方
が
違
っ
て

い
ま
し
た
。

　
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
は
、
現
在
の
宝
満

川
の
名
称
に
つ
い
て
、
永
岡
付
近
で
は
「
柴
田
川
」、

常
松
付
近
で
は「
関
屋
川
」、天
山
村
の
項
で
は「
柴

田
川
」、
下
見
村
の
項
で
は
諸
田
か
ら
西
小
田
に

か
け
て
「
ト
キ
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
と
記
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
明
治
初
期
の
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』

で
は
、
天
山
、
下
見
、
西
小
田
、
若
江
、
諸
田
、

常
松
、
永
岡
、
牛
島
、
阿
志
岐
、
吉
木
、
香
園
、

大
石
、
本
道
寺
、
柚
須
原
の
13
村
の
記
述
が
「
宝

満
川
」
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
中
央
集
権
化
や
富

国
強
兵
な
ど
の
政
治
・
軍
事
の
理
由
か
ら
名
称
の

統
一
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
明
治
33
年
に
陸
軍
が
作
っ
た
地
図
は

「
得
川(

宝
満
川)

」
と
併
記
が
残
り
、
名
称
の
変

更
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
モ
ノ
や
情
報
、文
化
の
通
り
道
で
あ
る
と
と
も
に
、

飲
料
水
や
農
業
用
水
と
し
て
生
活
に
深
く
関
わ
る

川
の
名
前
の
変
更
は
、
す
ぐ
に
は
地
域
の
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

御笠を流れる宝満川

◆
其
の
四
十
九

川か
わ

の
名な

前ま
え


